
今
年
の
十
一
月
労
働
者
集

会
は
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
に

加
え
、
新
た
に
関
西
地
区
生

コ
ン
支
部
へ
の
大
阪
広
域
協

同
組
合
一
部
役
員
ら
と
、
民

族
主
義
を
標
榜
し
、
広
域
協

同
組
合
の
先
兵
と
な
っ
て
労

組
破
壊
の
宣
伝
活
動
を
行
う

レ
イ
シ
ス
ト
集
団
と
闘
う
決

意
を
明
ら
か
に
す
る
集
会
に

な
る
。

か
つ
て
、
一
九
七
一
年
春

闘
時
、
当
時
の
全
金
細
川
鉄

工
支
部
を
壊
滅
す
る
た
め
に

右
翼
暴
力
ガ
ー
ド
マ
ン
「
特

別
防
衛
保
障
」
が
導
入
さ
れ
、

企
業
内
四
〇
〇
名
中
、
わ
ず

か
十
一
名
の
全
金
組
合
員
に

襲
い
掛
か
っ
た
。

こ
の
時
代
は
、
総
評
全
金

の
数
も
闘
争
力
も
活
発
で
、

大
阪
全
域
で
賃
上
げ
や
権
利

闘
争
が
精
力
的
に
行
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
労
働
組
合
の

先
鋭
化
の
広
が
り
を
恐
れ
た

経
営
者
・
関
西
経
営
者
協
会

（
関
経
協
）
の
意
を
呈
し
て
、

細
川
鉄
工
所
は
ガ
ー
ド
マ
ン

を
導
入
し
た
の
で
あ
る
。
細

川
鉄
工
に
入
る
前
は
、
出
版

関
係
労
組
攻
撃
に
導
入
さ
れ
、

関
西
で
は
細
川
鉄
工
所
が
初

め
て
で
あ
っ
た
。

全
金
港
ブ
ロ
ッ
ク
（
当
時

の
組
織
形
態
）
は
、
全
金
大

阪
地
本
へ
の
要
請
を
は
じ
め

と
し
て
全
力
を
挙
げ
て
闘
っ

た
。
こ
の
右
翼
暴
力
ガ
ー
ド

マ
ン
は
、
細
川
鉄
工
所
の
み

な
ら
ず
、
仙
台
の
全
金
本
山

製
作
所
に
も
導
入
、
続
い
て

細
川
鉄
工
所
の
一
〇
〇
ｍ
の

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
ヤ
マ
ト
鍍

金
に
も
導
入
し
た
。

こ
の
闘
争
は
、
八
六
三
日

の
日
数
を
要
し
た
が
、
暴
力

ガ
ー
ド
マ
ン
を
職
場
か
ら
追

放
し
、
併
せ
て
、
国
会
で
は
、

「
ガ
ー
ド
マ
ン
規
制
法
」
を

制
定
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
は
今
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関西生コン支部に連帯して

労働運動破壊を打ち破ろう!

関
西
生
コ
ン
支
部
へ
の
権
力
弾
圧
許
す
な
!



な
お
生
き
て
い
る
闘
い
の
成

果
で
あ
る
。

私
は
暴
力
ガ
ー
ド
マ
ン
と

対
峙
し
た
者
と
し
て
、
四
七

年
前
に
発
生
し
た
闘
い
と
、

現
在
関
西
生
コ
ン
支
部
に
か

け
ら
れ
て
い
る
「
大
阪
広
域

協
同
組
合
四
人
組
ら
に
よ
る

レ
イ
シ
ス
ト
集
団
」
を
使
っ

た
攻
撃
は
同
様
だ
と
考
え
て

い
る
。
レ
イ
シ
ス
ト
集
団
と

我
々
に
は
因
果
関
係
は
な
く
、

「
彼
ら
の
攻
撃
は
殴
り
込
み

の
よ
う
な
も
の
」
で
あ
り
、

関
西
生
コ
ン
支
部
も
我
々
も

殴
ら
れ
て
黙
っ
て
お
る
よ
う

な
労
働
組
合
で
は
な
い
。

関
西
生
コ
ン
支
部
は
、
中

小
企
業
で
働
く
労
働
者
の
生

活
と
権
利
、
ま
た
、
独
占
資

本
か
ら
の
締
め
付
け
を
跳
ね

返
す
に
は
、
労
使
が
力
を
合

わ
せ
な
け
れ
ば
守
れ
な
い
と

し
て
協
同
組
合
と
連
携
し
て

生
コ
ン
関
連
業
界
の
発
展
に

寄
与
し
て
き
た
。

連
帯
近
畿
地
本
傘
下
の
仲

間
は
、
我
が
港
合
同
と
同
じ
、

南
大
阪
平
和
人
権
連
帯
会
議

の
仲
間
と
し
て
、
関
西
に
お

け
る
平
和
や
権
利
を
守
る
運

動
を
牽
引
し
て
き
た
組
合
で

あ
る
。

私
た
ち
は
、
こ
の
間
多
く

の
争
議
を
闘
い
勝
利
し
て
き

た
。
今
こ
そ
、
「
受
け
た
支

援
は
運
動
で
返
す
」
と
い
う

港
合
同
田
中
機
械
支
部
の
教

訓
を
生
か
し
て
、
関
西
生
コ

ン
支
部
・
ト
ラ
ッ
ク
支
部
の

闘
い
に
連
帯
し
、
レ
イ
シ
ス

ト
集
団
の
労
組
介
入
を
絶
対

に
許
さ
ず
勝
利
す
る
ま
で
闘

い
抜
く
決
意
で
あ
る
。

同
時
に
、
警
察
に
よ
る
異

常
な
介
入
と
弾
圧
、
こ
れ
ま

た
一
九
七
〇
年
代
中
ご
ろ
に

吹
き
荒
れ
た
「
全
金
つ
ぶ
し
」
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と
同
一
の
も
の
で
あ
り
、
国

家
的
不
当
弾
圧
で
あ
る
。
我
々

は
断
固
と
し
て
闘
い
抜
く
も

の
で
あ
る
。

ま
た
本
年
三
月
二
五
日
、

自
民
党
大
会
の
開
会
に
併
せ

て
、
抗
議
行
動
、
集
会
・
デ

モ
を
貫
徹
し
た
。
集
会
は
、

全
日
建
連
帯
労
組
関
西
地
区

生
コ
ン
支
部
、
国
鉄
千
葉
動

力
車
労
働
組
合
、
西
川
重
則

さ
ん
（
と
め
よ
う
戦
争
へ
の

道
百
万
人
署
名
運
動
）
、
根

津
公
子
さ
ん
（
「
日
の
丸
・

君
が
代
」
不
規
律
処
分
者
）

花
輪
不
二
男
さ
ん
（
世
田
谷

地
区
労
顧
問
）
、
森
川
文
人

さ
ん
（
憲
法
と
人
権
の
日
弁

連
を
め
ざ
す
会
）
の
皆
さ
ん

と
共
に
呼
び
掛
け
て
、
「
改

憲
・
戦
争
阻
止
!
大
行
進
」

が
出
発
し
、
七
月
一
日
に
は

「
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
全
国

集
会
」
を
勝
ち
取
り
、
九
条

改
憲
・
国
会
発
議
を
許
す
な
・

改
憲
阻
止
の
先
頭
に
国
鉄
闘

争
の
旗
を
立
て
て
闘
う
事
を

宣
言
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
関
西
で

も
改
憲
・
戦
争
阻
止
!
大
行

進
関
西
結
成
大
会
を
八
月
十

九
日
に
開
催
し
た
。

先
の
台
風
二
十
一
号
に
よ

り
関
西
で
は
多
く
の
家
屋
が

台
風
の
被
害
を
受
け
た
。

港
合
同
各
支
部
分
会
の
あ

る
会
社
で
も
、
「
屋
根
・
壁
・

ガ
ラ
ス
・
鳥
居
」
に
甚
大
な

被
害
が
あ
り
、
「
電
話
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」

な
ど
が
不
通
と
な
り
、
「
停

電
・
断
水
」
が
数
日
間
続
き
、

今
な
お
押
し
倒
さ
れ
た
ま
ま

の
公
園
の
樹
木
、
憩
い
の
場

所
は
立
ち
入
り
禁
止
に
な
っ

て
い
る
。

本
当
に
ひ
ど
い
被
害
の
実

態
で
あ
る
。
け
れ
ど
救
い
は
、

皆
が
助
け
合
っ
て
非
難
せ
ず
、

前
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
。

人
手
不
足
で
復
旧
作
業
は
簡

単
で
は
な
い
が
、
同
じ
よ
う

な
事
が
、
人
の
意
思
に
よ
っ

て
起
こ
さ
れ
る
「
戦
争
」
で

あ
っ
た
な
ら
ば
、
今
回
の
よ

う
な
慰
め
や
助
け
合
い
は
け
っ

し
て
生
ま
れ
な
い
。
憎
み
あ

う
言
葉
ば
か
り
が
氾
濫
す
る
。

朝
日
新
聞
社
が
九
月
八
日

と
九
日
に
調
査
し
た
結
果
で

は
、
自
衛
隊
の
明
記
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
自
民
党
の
憲
法

改
正
案
を
次
の
国
会
に
提
出

す
る
こ
と
の
是
非
つ
い
て

「
反
対
」
四
九
％
が
「
賛
成
」

三
十
二
％
を
上
回
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
国
民
の
多
く
は
、

改
憲
な
ど
望
ん
で
い
な
い
。

総
裁
選
で
一
番
議
論
し
て
ほ

し
い
の
は
、
社
会
保
障
や
、

経
済
政
策
で
五
〇
％
、
憲
法

改
正
は
六
番
目
の
八
％
に
過

ぎ
な
い
。

我
が
港
合
同
は
、
戦
争
は

絶
対
に
ア
カ
ン
!
九
条
改
憲

反
対
を
掲
げ
、
全
力
を
挙
げ

て
闘
い
抜
く
!

（
「
月
刊
労
働
運
動
」
中
村

委
員
長
原
稿
よ
り
一
部
抜
粋
）
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労
働
組
合
こ
そ
が
改
憲
阻
止
の
先
頭
に
立
と
う
！


